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（午後１時３０分） 

◎開会・開議会宣言 

○議長（小原 仁君） 皆様ご苦労様です。 

連日、報道されていますように、今、北海道は沖縄より暑いという、そういうことになっており

ますので、この経験したことのないような暑さの中に我々いるふうなところでございますが、今後、

枝幸の漁業においても、こういう高温の影響が、後々響がなきゃいいかなというふうに、今そうい

う心配をしているところでございます。少しでも気温が下がるように祈るばかりであります。 

それでは、只今より、令和７年第４回枝幸町議会臨時会を開会いたします。 

これより、本日の会議を開きます。 

出欠の状況について、ご報告申し上げます。 

欠席のあった議員は、４番徳保喜幸議員が、公務出張のため欠席する旨の通告がありました。 

ただいまの出席議員は 10名。定足数に達しますので、会議は成立をいたします。 

それでは、議事日程に従いまして、本日の会議を取り進めさせていただきます。 

（開会 午後１時３２分） 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小原 仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

３番清水顕志議員、５番野口洋郎議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 

 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（小原 仁君） 日程第２ 会期の決定についてお諮りをいたします。 

本臨時会の会期は、本日１日にしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は、本日の１日と決定いたしました。 

 

◎日程第３ 議案第４４号 

○議長（小原 仁君） 日程第３ 議案第 44 号 工事請負契約についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書１ページでございます。 

議案第 44 号 工事請負契約について。 

工事請負契約について、枝幸町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

第２条の規定により、議会の議決を求める。 

令和７年７月 25日提出 枝幸町長。 

工事請負契約の内容についてご説明申し上げます。 

契約の目的は、学校施設空調設備設置工事でございます。 

契約の方法は、条件付き一般競争入札。 
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入札参加者は、参加資格の認定を得た石岡電気工業株式会社、有限会社道北電気産業社、梅津電 

気株式会社の３社で、７月 22 日に入札を執行しております。 

履行期限は、令和８年２月 27 日。 

契約金額でございますが、消費税込み 7,126 万 9,000 円で、落札率は、94.99％。 

契約の相手方は、枝幸郡枝幸町梅ヶ枝町 124 番地１、梅津電気株式会社、代表取締役梅津秀人様。 

工事概要につきましては、議案関係参考資料１ページから６ページに空調設備をする学校の設置

場所等を掲載しておりありますが、枝幸小学校、音標小学校、歌登小学校、枝幸中学校の４校に、

総計でございますがエアコン 37台、設置に伴う高圧受電設備キュービクルの改修を２ヶ所など整備

するものでございます。 

以上、簡単でございますが、説明とさせていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

○議長（小原 仁君） はい、遠山議員。 

○８番（遠山 修君） 何点かお伺いいたします。 

この空調設備工事の、工事に関しては反対するわけではございませんが、この中身についてちょ

っとお聞きします。 

今、学校統合問題が控えている中で、設置される学校、設置しない学校っていうのが出てくると

思うんですけどもね。 

その中で、これ、この設置工事が終わりなのか、統合までの間の設置されない学校について、ま

ず１点お伺いします。 

それと２点目なんですが、いいですか引き続き。この詳細見ますとね、教職員室に設置されると

いうところが１個もないんですけども、その辺も含めてご回答いただければ。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君） ただいまのご質問にお答えをいたします。 

まず、５月からですね、各地区を回らせていただいております小中学校の適正化についてでござ

いますが、まだ、今月末までもう１ヶ所、一回りは一周終わってるんですけど、２回目回ってると

ころもう１校がありますので、まだ確実に全部が決まったわけでございませんが、エアコンの設置

についてはですね、やはりそう遠くない未来に、いずれにしましても学校が統廃合ということにな

りますので、継続性という意味でしょうか、エアコンの例えば２年とか３年でですね使えなくなる

というようなことになってくるとですね、使わなくなるということになるとですね、やはり補助金

の方とかもなかなか難しいところもございますので、この後の廃校になる予定の学校については、

現在も既に各学校には１台ずつエアコンがついてございますので、水分補給だとか、今週もあった

んですけども、暑い日なんかについては、臨時休校だとか、繰り上げの下校だとかといったような

こともですね組み合わせながら、工夫しながらですねやっていくということで、確実に残らない学

校については、この後のエアコンの設置の予定はございません。 

それから続いてなんですけども、教職員、失礼しました、職員室のエアコンの設置でございます

が、こちらについても、まずはですね、まずはといいますか、そこはあくまでも、その生徒さんの

ですね学習環境が良くなるというようなことでですね、職員室なんか窓も開けながら、１階に設置 
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しているのがほとんどでございます。 

特に学校の中で暑いのは、２階３階とかっていうのが特に暑いということでございますので、そ

の辺も、扇風機だとかですね、サーキュレーターそういったものも、水分補給なんかも含めてです

ね、工夫をしながらやっていければということで、基本的にはエアコンの設置は考えてございませ

ん。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） どちらにしても、１点目も２点目も設置は考えてないということなんです

けども。 

例えば、これ、設置されない例えば中学校っていうのが、例えば歌登中学校、それから南中なの

かな２校だと思うんですけどもね。 

例えば、補助金云々でなくて、この危機的なこの災害級のことを考え、あの暑さを考えるとです

ね、おそらく工事だって出たとしたって今年のものになるわけではないと判断するんですよね。 

来年度に使えればいいのかなと考えれば、補助金云々じゃなくて各学校、例えば学年あたり例え

ば１クラス、１クラスっていうかな、学年１クラスですよね。例えば３学年あるんであれば三つ。

それが両方なんで六つかな。 

例えば、仮設的にですね窓用エアコンを設置するだとか、これだと安い金額で設置できるんです

けどね。そういうことも一つ考えてもらえるわけにはいかないのかなと思うんですけど、どうです

かその辺は。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君） ただいまのご質問にお答えをさせていただきます。 

確かに高校だとか、スポットクーラーのことかなと思います。 

ただですね、やはり、ちょっと私どももいろいろ研究をしてるんですけども、風が出るところに

ついて、当たるところについては涼しいというような、あんまり強いエアコンでないもんですから、

そういう側面あるようなんですが、あまり室温を下げるということについては効果がないんじゃな

いかなというふうな把握をちょっとしております。 

また、先ほどもお話をいたしましたけれども、令和６年度からですね、既に各学校１台ずつエア

コンがついております。それと併せて、先ほどと繰り返しになりますけれども、暑さ指数ですね、

暑さ指数計というものを各学校に数台ずつ配置をしております。 

そういったことから、あくまでも気温それから湿度だとか、そういったようなところでですね、

この指数に基づいた対応というのも、各学校とですねもう綿密に打ち合わせをしております。 

そういったことから、そういう工夫を持ってですねその辺の対応でやっていきたいというような

考え方は、現在のところ持っております。 

これについては、今のところは変更する予定はございません。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） 何回もしつこいようですけれども、暑さ指数はわかってます私も。 

ただ、設置される学校、設置されない学校、ただ統合になるよということで、不公平感というか

な、学校に１台あるからいいんじゃないのっていう今の課長の話っていうのはさ、ちょっと論理的 
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じゃないんじゃないのかなっていう。 

本当に子どものことを考えるんであれば、そういう仮設的に、私が言ってるのは仮設的ですから

ね、本設じゃないですからね。 

この暑さを凌ぐっていう、凌いでもらうというかな。うん。そういうのも一つの手なんじゃない

のかなっていう。 

もう、端から設置しませんっていうのを言い切ってるけど、この暑さをね、常識で計り知れない

んだよ。 

子どもさんに聞いたことありますか。私は、実際、近所に小学生いるんでね聞くんだけども、も

う暑くてたまらないと。うん。 

歌登小学校については、設置されるからいいのかもしれないけども、この夏ね、何とか乗り切っ

てくれれば来年には設置されるでしょう。 

だから、設置される学校、設置されない学校とか出てきたときに、そういう仮設的にでも設置す

るっていうそういう考えもあるんではないかという。考えてみていただける余地はないですか。全

くないですか。ゼロですか。もう１回確認します。 

○議長（小原 仁君） 教育長。 

○教育長（小川俊輝君） 各学校のエアコンの設置については、先ほど課長も申し上げましたとお

り、基本的な考え方については、今後、学校の適正配置によって確実に残る学校ですね、まずエア

コンを整備するという考え方であります。 

あと、将来的に統廃合となる閉校となる学校については、基本的にはエアコンが設置しないって

いう考え方なんですが、ちょっと、今年の暑さは、やっぱり議員おっしゃるとおりかなり厳しい状

況ですが、昨年はですね、そんなに、こんなに暑い日が続いたという記憶はないんですね。 

その年によって暑さも全然変わるのかなというところで、来年以降がちょっとどうなるかってい

うのは、今の時点では予測はつかないんですが、ちょっと今後の暑さの状況をですね、いろいろと

気象台とか、いろいろその辺はちょっと調べながらですね、子どもの命の危険、命を脅かすような

猛暑が続くようであれば、ちょっと何らかの対応は考えなきゃいけないなとは思っておりますが、

現時点でですね、その仮設的なものっていうのは、ちょっとなかなか、窓枠に付けるような簡易的

なエアコンもあるようですが、なかなか教室全体が冷えないという何か効果が薄いという話も聞い

ておりますし、スポットクーラー的なものもちょっとなかなか、その費用対効果的にはちょっとど

うかなというのがありますので、当面は、直射日光を入れない。カーテンで遮光する。それから風

通しですね、扇風機サーキュレーターを回す。あと、日の当たる教室をですねちょっと一時的に使

わないで日陰の教室を使うとかですね、ちょっと、いろいろ工夫を工夫をしながら、まず、状況に

よっては臨時休校とかですね、下校時間の繰り上げなんかも臨機応変に考えながらですね、ちょっ

と対応していきたいなというふうに考えております。 

ちょっと、現時点で、ちょっと答弁にならないかもしれませんが、ちょっと私の考え方でござい

ます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） 長くなって、教育長、悪いけどそれ答弁じゃないわ。 

私言ってるのは、だから、仮設的にそういうことも考える余地はないんですかっていう話をして 
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るんであって、もう考える余地があるのかないのか。 

来年のことはわかんないんです。正直、誰もわかんないんですよ。今年は暑いから来年暑いとい

う保証も何もないですし。 

でも、そうなったときでは、例えば来年の時点で、例えば７月になって高温になりました言った

ときに、例えばスポットクーラーなり、その窓用エアコンをって言っても、なかなかすぐ揃わない

のかなとは思うんです。 

私も実際スポットクーラー使ってますけど、結構広いところで十分使えてますし、それが学校と

なるとどうなのかわかんないけど。 

費用対効果の話されると、もうどうしようもない話なんだけども、それも一つの策じゃないのか

なって考えるんです。この暑さを考えたときに。 

だから、そこまで考えてっていうか、配慮していただけないのかなという私の話であって、全く

そういう考えはございませんっていうんであれば、それはそれで価値観が違う話なんで、それは、

私は認識するんだけども。 

もう１回確認します。その辺どうですか。 

○議長（小原 仁君） 教育長。 

○教育長（小川俊輝君） 今の時点で確定的なことは言えないんですが、今年のような暑さが来年

以降もちょっと続くようであればですね、ちょっと何らかの対応はしなきゃいけないなという思い

は私も感じておりますので、ちょっと検討させていただきたいと思います。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。はい、他にございませんか。 

１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） １番岩谷です。 

各学校体育館には空調の設備が付いているのか、付いてないのか、状況はどうなっているんでし

ょうか。 

○議長（小原 仁君） はい、学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君） はい、ただいまのご質問にお答えをいたします。 

各学校の体育館についてはですね、クーラーというものは付いてございません。 

サーキュレーターとか風を送るような対応で行っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 特に中学生になったら部活動が多くなってくるので、中学校の体育館は付

けるべきではないかとは思うんですけども。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君） ただいまのご質問にお答えをいたします。 

部活もそうですけれども、体育の授業なんかもあろうかと思います。 

そこについては、先ほどもちょっとお話させてもらいましたが、暑さ指数というものを参考にで

すね、各学校の方で細かく５区分にわかれてですね、運動をやっても大丈夫な指数なのかどうなの

かと、水分を取りながら、そういったものをですね気をつけながら、対応しているところでござい

ます。 

部活なんかにおいてもですね、本当に暑い中、危ない中ではですね、それは当然できないという 
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ふうに思っておりますし、頻度の問題にもよるかとは思うんですけれども、なかなかその体育館と

なりますとですね非常に大きな空間になりますから、そういったことから、やっぱりキュービクル

の設置なんかもまた見直さなければいけませんし、将来的なところということでいけば、将来に向

けての検討事項として考えることはやぶさかではないかと思いますが、現時点ではちょっと考えて

ございません。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） しつこいようなんですけども、やっぱり小学生、中学生になるとやっぱり

部活動で運動の回数が多くなってきますので、やっぱり体が成長していく子どもたちですから、そ

ういう次の高校生に向けても、そういう例えば、いろんなスポーツがありますよね。スポーツの持

続を向上するうえでもクーラーを付けるべきではないかと私は思うんですけど。 

それがね、いろんな、例えば高校、札幌に行っても、そういういろんな部活で通用する子どもの

育成に繋がるんじゃないかと私は思うんですけども。 

子どものことを考えてみたら、ちょっと費用がかかっても付けるべきじゃないかなと私は思いま

す。 

○議長（小原 仁君） はい、教育長。 

○教育長（小川俊輝君） 学校の体育館についてもですね、文科省の交付金事業の中で、確か今年

度から補助メニューに加わっております。 

それで、やはり夏場の運動、体育の授業なんかもですね、先ほど課長も申し上げましたとおり、

暑さ指数をきちっと把握しながら運動やるかどうかも含めてですね、その辺の判断は学校単位でや

るんですけども、やっぱり体育館については、いずれその辺は検討しなきゃいけないのかなという

ことは私も感じておりますので、今の時点では、そういう計画は全くございませんが、今後検討し

ていきたいなというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 岩谷なんですけども、この前、比布小中一貫校見てきたんですけど、やっ

ぱり体育館に付いてるんですよね。 

子どもたちの動きが、中学生の見てきたんですけども、やっぱりクラークあることによって動き

が全然違うわけなんですよ。活き活きしてスポーツやってるんですよね。 

是非それを実行していただく、検討するじゃなく実行していただきたいと思うんですけど、そう

いう気持ちはございますでしょうか。 

○議長（小原 仁君） はい、教育長。 

○教育長（小川俊輝君） 今の段階では、検討させていただくということです。 

○議長（小原 仁君） はい、１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 検討した議事録を今度ください。お願いします。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 他にございませんか。 

はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 一点だけ。 
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先ほど遠山議員も質問されてましたけれど、職員室にクーラーがないということで、これは国の

方の指針なんでしょうか。それとも教育委員会の判断でしょうか。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君） ただいまのご質問にお答えをいたします。 

特に国の方ではですね、どこどこの辺に付けなさいという区分はないかと、ちょっと記憶の中な

んですけども考えておりました。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 今、岩谷議員からも出ましたけれども、比布町の義務教育学校行かしてい

ただいて、新しい学校でした。ほぼ全ての学校施設にエアコンが付いてるっていう状況でした。 

当然、職員数の中も入れていただいたんですけれど、議員研修の後ですから、前の日に枝幸町 32

度あった日で、次の日に 30 度ぐらいだったのかな、大体それぐらいだったと思って記憶はあるんで

すけれど、校内すごく涼しくて過ごしやすい環境でした。 

やはり子どもの教育っていうことを考えると、やっぱり教職員の環境っていうのも考えてあげる

っていうのがやっぱり共通することだと思うんで、その辺のこと、答えはいらないです。考えてあ

げて欲しいと思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 他にございませんか。よろしいですか。これで、質疑がないようですので

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 44 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 44号 工事請負契約については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第４ 議案第４５号 

○議長（小原 仁君） 日程第４ 議案第 45 号 令和７年度枝幸町一般会計補正予算についてを

議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

 財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書２ページでございます。 

議案第 45 号 令和 7 年度枝幸町一般会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町一般会計補正予算第２号は、別紙に定めるところによる。 

令和７年７月 25日提出 枝幸町長。 

別冊、令和７年度一般会計補正予算書第２号の１ページ目をお開き願います。 
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歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 3,205 万 5,000 円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 133 億 3,113 万 6,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

今回の補正予算につきましては、二つの事業がございまして、一つ目は、令和６年度に定額減税

の実施と併せて行った調整給付金と連動するもので、令和７年の課税情報を基に、本来受けるべき

調整給付額に不足が生じる場合や、定額減税の対象外であり調整給付金の支給も受けていない方な

どに対して、不足額給付として給付金を支給するものでございます。 

二つ目が、物価高騰の影響を受けた生活者等に対し支援するため、国の重点支援地方交付金が追

加交付され、当町として、子育て世帯の生活を支援する取り組みの一つとして、児童手当受給世帯

に対して児童１人当たり１万円とし、子育て世帯支援助成金として支給する内容で提案させていた

だいております。 

それでは、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げます。 

10 ページをお開きください。歳入でございます。 

15 款国庫支出金、２項国庫補助金は 2,981 万 3,000 円の増額で、物価高騰対応重点支援地方創生

臨時交付金。 

19 款１項繰入金は 224 万 2,000 円の増額で、財政調整基金繰入金でございます。 

以上、下段の歳入合計は、補正前の額 132 億 9,908 万 1,000 円に対し、3,205 万 5,000 円を増額

し、133 億 3,113 万 6,000 円とするものでございます。歳入は以上です。 

続いて、歳出でございます。14ページをお開き願います。 

２款総務費、１項総務管理費は 3,205 万 5,000 円の増額。内訳は、15ページ、物価高騰重点支援

給付金給付事業 2,310 万円、その下、子育て世帯特別支援事業 895 万 5,000 円のそれぞれ増額でご

ざいます。 

以上、14 ページ下段の歳出合計は、補正前の額 132 億 9,908 万 1,000 円に対し 3,205 万 5,000 円

を増額し、133 億 3,113 万 6,000 円とするものでございます。 

17 ページ以降の予算説明書につきましては、説明を省略させていただきます。 

以上、令和７年度枝幸町一般会計補正予算第２号の内容説明とさせていただきます。 

それでは、よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申しあげます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般についての質疑を許します。質疑ありませんか。ありま

せんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 45 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 
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○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 45号 令和７年度枝幸町一般会計補正予算については、原案のとおり可決さ

れました。 

 

◎閉会宣言 

○議長（小原 仁君） これで本日の日程を全て終了し、本臨時会の会議に付された事件は、全て

議了をいたしました。 

気候のこともそうですが、世界政治全て、今、何が起きるかわからない、そんなような混沌とし

た世の中、予想もできない世の中になっております。 

これから、この先どうなるか非常に心配するものでありますし、また、気候においても、皆さん

非常に、特に、我々暑さに対してはあまりその耐性がないように思いますので、皆さん体調を崩さ

れないように、これから夏場を過ごしていただきたいというふうに思います。 

これで会議を閉じます。令和７年第４回幸町議会臨時会を閉会いたします。 

大変ご苦労さまでした。 

 

（閉会 午後２時００分） 
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地方自治法第１２３条の規定によりここに署名する。 
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